トクベツ シエン ガッコウ ニ ザイガク スル コドモ ノ シコウ ハンダン ヒョウゲン ノ ヒョウカ ノ アリカタ : ヒョウカ ニオケル カダイ ノ ブンセキ ト ヒョウカ キジュン ノ サクセイ オ トオシテ by 柴田 雄一郎
山形大学大学院教育実践研究科年報第9号(2018) 
特別支援学校に在学する子供の「思考・判断・表現」の評価の在り方 
－ 評価における課題の分析と評価基準の作成を通して － 
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A Study on Assessment of “Thinking, Judgment 
and Expression” for Students with Disabilities 
in Schools for Special Needs Education: Through 
Analyzing Issues of Assessment and Establishing 
the Assessment Standard  
Yuichiro SHIBATA 
表１ 特別支援学校に在学する子供の「思考・判断・表現」 
評価基準（試案） 
評価
区分
判断
基準
子供の姿 思考・判断・表現 指導・支援の評価の観点
1 ・対象に注意を向けていない。 ×思考×判断×表現
2-1
右記のうち
1つはでき
る
〇思考×判断×表現
2-2
右記のうち
2つはでき
る
×思考〇判断×表現
2-3
右記すべて
できる
×思考×判断〇表現
3-1
右記のうち
1つはでき
る
〇思考〇判断×表現
3-2
右記のうち
2つはでき
る
〇思考×判断〇表現
3-3
右記すべて
できる
×思考〇判断〇表現
4
・道具を操作しながら試行錯誤した
り，答えを出したりしている。 〇思考〇判断〇表現
・環境調整
・題材の見直し
・健康状態や心理的安定等への配慮
・発問の工夫
・特徴や差異に気づくための支援
・対象に関わる時間の確保
・行動の選択肢の用意
・刺激の調整
・自己選択・自己決定機会の設定
・表現する手段の用意
・適切なフィードバックの工夫
・判断基準や参考となる経験の用意
・根拠の確認場面の設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　等
・対象に注意を向けている。
・感覚的な反応をしている。
・対象や発問に関係のない反応をして
いる。または見本や手本の模倣をして
いる。
・与えられた枠組みの中で道具を操作
しようとしている。
・根拠が不明確もしくはないが，道具
を操作して答えている。
・道具を反射的に操作して，答えを出
している。
